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2. 7~8 月 に は 標高 500m 以下 に は ほとん ど 見 られ な く な り , と くに 1000~1500m で 個体 数 が 急激 
に 増加 する . 8 月 に は し ば し ば 高山 帯 に も 現われ , 2000 m 以上 で は 22 頭 (8 月 の 個体 数 の 5.6) 
に 達する . 

3. 9 月 も 大 部 分 は 標高 1000m 以上 で 発見 され て いる が , 2000m 以上 に は 見 られ な い . 

4. 10~11 月 に は ほとん どの 個体 が 標高 500m 未満 の 低地 帯 で 発見 され て いる . 

主要 な 食 草 は 標高 500m 未満 で は キジ ョ ラン , 1000~1500m で は イケ マ と み ら れ , 中 間 地 帯 で は カ 

モメ ヅル , コカ モメ ゾル な ど が 利用 され る . 

静岡 県 で は 低 山地 帯 で 若 令 幼 虫 の まま 食 草 上 で 越冬 し , 暖か い 日 に は 食 草 キ ジョ ラン の 葉 を 食べ る . 
越冬 地 で 羽化 し た 成虫 は 山岳 地帯 へ 移動 し , と こと で 落葉 性 の イケ マ , また は オオ カモ メ ヅ ル , コカ モメ 

ゾル な ど に 産卵 する . 山岳 地帯 で は と れ ら の 個体 が 羽化 し , 多数 の 個体 が ヒヨドリ バナ の 花 に 群集 する . 

山岳 地帯 で は 主として 1 世代 , 中 間 地 帯 に 発生 し た も の は 2 世代 を 経過 する も の と 推定 され る . 秋 に な 

る と と れ ら の 成虫 は 山 を 下 だ り , 越冬 地 に 達し て キジ ョ ラン 記 産 卵 す る も の と みる と と が で きる . と の 

よう な 垂直 移動 を する も の の 中 に は 長 距 離 移動 を する 個体 が 含ま れ て いる の で あろ う . 


表 1. アサ ギ マ ダ ラ の 確認 個体 数 と 季節 ・ 標 高 . 























標高 m 

上 500 1000 1500 2000 2300 3000 計 
4 1 1 
5 6 9 1 16 
6 9 7 11 27 
7 1 36 116 53 206 
8 1 40 193 136 6 15 2 393 
9 3 2 61 80 146 
10 65 2 1 68 
11 12 12 
計 98 96 383 269 6 15 2 869 

16. 伊良湖 岬 周辺 に お ける アサ ギ マ ダ ラ の 行動 坂 神 泰輔 ・ 池 田 二 三 高 (東海 ) 


1982 年 , 坂 神 は , 伊良湖 岬 に お いて 多数 の アサ ギ マ ダ ラ が 海上 に 飛び 去る 行動 を 示す と と か ら , と と 
が アサ ギ マ ダ ラ の 秋 の 移動 の 経路 に な っ て いる らし いと 「 や どり が 」115/116 号 に 報告 し た . 1983 年 , 
演者 ら は , 伊良湖 岬 (に お ける 本 種 の 移動 を 観察 する た め , 多く の 人 た ちの 協力 の も と に , 移動 方 向 , 
マー ク 虫 の 放 飼 な ど を 行っ た . その 結果 は 「 駿 河 の 昆虫 」127 号 に 掲載 され て いる . と の 年 に 明か に 
な っ た と と は , アサ ギ マ ダ ラ が 9 月 下旬 か ら 伊良湖 岬 に 集まり , と と か ら 伊 勢 湾 を 越え て 行く と と , ま 
た 和歌 山県 日 置 川町 に お ける マー ク 貝 の 再 捕 か ら , さら に 遠く まで 移動 し て いる と と な ど で あ る . 

本 年 は , さら に 移動 経路 な ど を 明らか に する た る め 数 回 の 調査 が 計画 され た . 池田 は , 伊良湖 へ 集合 す 
る 本 種 の 起点 を みる た め に , 9 月 下旬 より , 浜名 湖北 方 か ら 静 賠 市 北西 部 山間 で 数 回 の 調査 , マー ク を 
行っ た . 坂 神 は , 伊良湖 に お いて 最も 多数 の 本 種 が 見 られ る 10 月 10 日 どろ に , 主 K 天 候 と 移動 , 移動 個 
体 の 成熟 程度 に つい て 観察 を 行っ た . 

その 結果 , 移動 の 方 向 と し て は , 南ア ルプ ス 南 端 , 浜名 湖北 部 , 混 美 半島 を 結ぶ 線 が 一 つの 経路 と し 
て 推定 され た . また , 混 美 半島 に お いて も , 伊良湖 の すぐ 近く に 越冬 地 が 確認 され た . 一 方 , 移動 と 天 
候 と の 関係 に つい て は , か な り 密 接 な 関係 が ある と と が 明か に な っ た . すなわち , 北 な いし , 北東 風 で 
移動 飛 次 が よく 観察 され , 北西 な いし 西風 で は ほとん ど 見 られ ず , さら 風力 の 強い と きも を 移動 個体 数 
は 少な か っ た . また , 昨年 の 結果 で も 明らか な と お り , 岬 の 東方 の 谷間 (に ある 伊良湖 神社 の 森 は , 集合 
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し た 本 種 が 一 時 停留 する と と が 再 確認 され た . 移動 個体 の 成熟 度 に つい て は , 未だ 調査 個体 数 が 少な い 
と と も あり , 明確 な 差 を 見 い だ し 得 な か っ た . 


17. 完 新 世 の 関 東平 野 に お ける 森林 性 シジミ チョ ウ の 消長 原 聖樹 (関東 ) 
関東 平野 お よび その 周辺 域 に お ける 完 新 世 の 植 生 推 移 が , 植物 化石 の 面 か ら 追 宛 され る よう に な っ て 
きた の は と と 10 年 来 の と と で ある . 当地 域 の お よそ 12 ヵ 所 で 花粉 分 析 が な され て いる が , その 結果 は , 
関東 の 古 植生 が 従来 化石 を 欠い た まま 推定 され て いた の と は いさ さか 異 相 の も の と な りつ つ あ る . 
花粉 化石 と し て 蝶 類 の 食餌 植物 も 多く の 種類 が 検出 され て いる . 今回 は と りあ え ず , 比較 的 化石 資料 
の 多い トチ ノ キ ・ オ ニ グ ルミ KK 着目 し , スギ タニ ルリ シジミ ・ オ ナガ シジミ の 分 布 に つい て 検討 し た . 
トチ ・ ク ルミ は 花粉 化石 の は か に も , 関東 平野 各地 の 縄文 遺跡 か ら そ の 堅 果 が 出土 し て お り , 縄文 人 は 
と れ を 食物 に し て いた . 

スギ タニ ルリ ・ オ ナガ は 食 樹 が な いた め 今 日 の 関東 平野 に は 産 し な い (た だ し , 例外 の 記録 は ある ) . 
と こと ろ が , 縄文 時 代 に は と の 地 に トチ *・ オ ニ グ ルミ ・ サ リグ ルミ が か な り 普 遍 的 に 分 布 し て いた . 現在 
の 分 布 ・ 生 態 か ら 推し て , 当時 スギ タニ ルリ は 各地 人 に 多 産 し て いた と 考え られ る . 一 方 , オナ ガ の 産地 
は 局 限 さ れ て いた で あろ う . 

縄文 時 代 に , トチ ・ ク ルミ は 関東 平野 の どの よう な 場 に 自生 し て いた の か ? その 後 , 食 樹 と 蝶 は ど 
の よう に し て と の 地 か ら 姿 を 消し て いっ た の だ ろう か …… ? 演者 は , と れ ら の 疑問 に つい て も 私 見 を 
述べ た . 
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